
JP 4535141 B2 2010.9.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー印刷の刷版の製作に用いる描画命令ないし画像データであり、上下に重ねられた
画像のそれぞれが印刷出力されるオーバープリントの設定がなされた画像が含まれる描画
命令ないし画像データが画像処理端末から入力されたときに、前記オーバープリントの設
定にかかわらず上の画像に対応する下の画像がノックアウトされて印刷出力装置から印刷
出力されるように画像処理が行われる画像処理装置であって、
　前記描画命令ないし前記画像データから前記オーバープリントの設定がなされている画
像を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって前記オーバープリントの設定がなされている前記画像が検出され
た場合に、前記画像が所定の警告色に変換されて印刷出力されるように設定する色変換設
定手段と、
　前記描画命令ないし前記画像データに基づいて画像処理を行うときに、前記色変換設定
手段の設定に基づいた画像処理を行う画像処理手段と、
　を含むことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記色変換設定手段が、前記画像の前記警告色を予め設定されている警告色とする、こ
とを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記色変換設定手段が、前記画像の前記警告色を前記画像処理端末で指定される警告色
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に設定する、ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記画像処理端末上に、前記検出手段によって検出された前記オーバープリントの設定
がなされている前記画像に対する処理指定の入力要求を表示する表示手段を有する、こと
を特徴とする請求項１から請求項３の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段が、前記画像処理手段によって処理されて得られる画像データに応じ
た画像を前記画像処理端末上に表示可能とする、ことを特徴とする請求項４に記載の画像
処理装置。
【請求項６】
　カラー印刷の刷版の製作に用いる描画命令ないし画像データであり、上下に重ねられた
画像のそれぞれが印刷出力されるオーバープリントの設定がなされた画像が含まれる描画
命令ないし画像データが画像処理端末から入力されたときに、前記オーバープリントの設
定にかかわらず上の画像に対応する下の画像がノックアウトされて印刷出力装置から印刷
出力されるように画像処理が行われる画像処理装置であって、
　前記描画命令ないし前記画像データから前記オーバープリントの設定がなされている画
像を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって前記オーバープリントの設定がなされている前記画像が検出され
た場合に、通常の印刷出力に加えて、前記画像のみの警告ページ又は前記画像を消去した
警告ページを印刷出力するように設定する出力設定手段と、
　前記描画命令ないし前記画像データに基づいて画像処理を行うときに、前記出力設定手
段の設定に基づいた画像処理を行う画像処理手段と、
　を含むことを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各種アプリケーションで作成された描画命令ないし画像データに基づいて画
像処理を行う画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷処理の分野におけるデジタル化として、ＤＴＰ（Desktop Publishing）化が浸透し
ている。ＤＴＰは、パーソナルコンピュータやワークステーション等の処理装置上で、画
像の作成、加工、編集等を行うことによりページレイアウトを作成し、このページレイア
ウトに基づいて印刷版を露光するためのフィルムの作成を行ったり（ＣＥＰＳ）、印刷版
に直接書き込んで印刷用の刷版を作成する（ＣＴＰ：Computer to Plate）。
【０００３】
　一方、ＤＴＰでは、実際の刷版を用いた印刷等に先だって校正を行うときには、モニタ
上に表示したページレイアウト等の画像を、ＷＹＳＩＷＹＧ機能等を用いてレーザプリン
タやページプリンタ等の印刷出力装置により印刷出力することができる。
【０００４】
　ところで、刷版を用いた印刷では、ＣＭＹＫの各色に分解した画像を、それぞれの色で
重ねることによりカラー印刷を行うようになっており、ＤＴＰに用いられるアプリケーシ
ョンでは、上下の画像を重ねるオーバープリントの指定が可能となっている。このような
オーバープリント指定を行う理由は、画像が重なり合っているときに、画像の境界周囲に
、印刷時の紙の伸縮や印刷見当ズレのために、画像の境界部分に白い隙間が生じてしまう
のを防止するものである。
【０００５】
　一方、プリンタから出力される画像は、例えば画像が上下に重なっていると、上の画像
が下の画像をノックアウトして印刷されるのが一般的となっている。このために、刷版を
用いた印刷物と、プリンタから出力される印刷物では、仕上がりが異なることがある。
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【０００６】
　このために、アプリケーション上でのオーバープリント指定を確認するためには、ＣＭ
ＹＫの各色の分解画像を作成して、それぞれの色成分の分解画像を白黒印刷で出力して、
目視によって確認しなければならず、熟練が必要となると共に、ページレイアウトの校正
作業を煩雑なものとしている。
【０００７】
　これに対して、刷版を用いた印刷物のように各色画像の重ね印刷のシミュレーションが
可能なプリンタが存在するが、このような処理の可能なプリンタは高価であり、かつ、印
刷出力するまでに時間がかかるという問題がある。
【０００８】
　一方、特開２０００－３５２８１３号公報では、オーバープリントの確認が提案されて
いるが、墨版（Ｋ版）と他の色の重なりによるオーバープリントしか確認することができ
ないことに加えて、比較的高価なプリンタを使用する必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記事実に鑑みてなされたものであり、オーバープリント指定の確認を容易に
かつ的確に行うことができる画像処理装置を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するための請求項１に係る発明は、カラー印刷の刷版の製作に用いる描
画命令ないし画像データであり、上下に重ねられた画像のそれぞれが印刷出力されるオー
バープリントの設定がなされた画像が含まれる描画命令ないし画像データが画像処理端末
から入力されたときに、前記オーバープリントの設定にかかわらず上の画像に対応する下
の画像がノックアウトされて印刷出力装置から印刷出力されるように画像処理が行われる
画像処理装置であって、前記描画命令ないし前記画像データから前記オーバープリントの
設定がなされている画像を検出する検出手段と、前記検出手段によって前記オーバープリ
ントの設定がなされている前記画像が検出された場合に、前記画像が所定の警告色に変換
されて印刷出力されるように設定する色変換設定手段と、前記描画命令ないし前記画像デ
ータに基づいて画像処理を行うときに、前記色変換設定手段の設定に基づいた画像処理を
行う画像処理手段と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に係る本発明は、前記色変換設定手段が、前記画像の前記警告色を予め設定さ
れている警告色とする、ことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項３に係る本発明は、前記色変換設定手段が、前記画像の前記警告色を前記
画像処理端末で指定される警告色に設定する、ことを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に係る本発明は、前記画像処理端末上に、前記検出手段によって検出された前
記オーバープリントの設定がなされている前記画像に対する処理指定の入力要求を表示す
る表示手段を有する、ことを特徴とする。
【００１４】
　請求項５に係る発明は、前記表示制御手段が、前記画像処理手段によって処理されて得
られる画像データに応じた画像を前記画像処理端末上に表示可能とする、ことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、請求項６に係る発明は、カラー印刷の刷版の製作に用いる描画命令ないし画像デ
ータであり、上下に重ねられた画像のそれぞれが印刷出力されるオーバープリントの設定
がなされた画像が含まれる描画命令ないし画像データが画像処理端末から入力されたとき
に、前記オーバープリントの設定にかかわらず上の画像に対応する下の画像がノックアウ
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トされて印刷出力装置から印刷出力されるように画像処理が行われる画像処理装置であっ
て、前記描画命令ないし前記画像データから前記オーバープリントの設定がなされている
画像を検出する検出手段と、前記検出手段によって前記オーバープリントの設定がなされ
ている前記画像が検出された場合に、通常の印刷出力に加えて、前記画像のみの警告ペー
ジ又は前記画像を消去した警告ページを印刷出力するように設定する出力設定手段と、前
記描画命令ないし前記画像データに基づいて画像処理を行うときに、前記出力設定手段の
設定に基づいた画像処理を行う画像処理手段と、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように請求項１では、オーバープリントの設定がなされているにもかかわ
らず下の画像がノックアウトされて印刷出力されるときでも、該当画像が警告色で印刷出
力されるので、印刷物上でオーバープリントの設定がなされている画像の有無及び該当画
像が明確にできるという優れた効果が得られる。
【００１７】
　また、請求項２では、警告色の設定が容易となり、請求項３では、所望の色を警告色と
して適用することができる。
【００１８】
　請求項４では、オーバープリントの設定がなされている描画命令ないし画像データ又は
画像に対して適正な処理を行うことができ、請求項５では、該当画像を画像処理端末上で
明確にできる。
【００１９】
　また、請求項６では、通常の印刷出力と共に、オーバープリントの設定がなされている
画像を明確にした印刷出力を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明野実施の形態を説明する。図１には、本実施の形態に適用した印刷システ
ム１０の概略構成を示している。この印刷システム１０は、例えば、一般的構成のパーソ
ナルコンピュータ（ＰＣ）に、所定の機能を備えたＰＣＩボードを追加するなどして構成
したプリントサーバ１２を備えている。また、このプリントサーバ１２には、印刷出力装
置としてプリンタ１４が接続され、プリントサーバ１２で処理した画像の印刷出力が可能
となっている。
【００２１】
　さらに、プリントサーバ１２には、パーソナルコンピュータ、ワークステーション等が
クライアント端末１６として接続されている。このクライアント端末１６は、各種アプリ
ケーションを用いて画像の作成、加工、編集等の画像処理を行うＤＴＰに用いられる。プ
リントサーバ１２は、こられのクライアント端末１６からの描画命令及び画像データが印
刷ジョブとして入力されることにより、印刷ジョブに応じた画像の印刷出力を行う。
【００２２】
　なお、印刷システム１０としては、プリントサーバ１２に複数台のプリンタ１４が接続
されたものであっても良く、また、プリントサーバ１２に複数のクライアント端末１６を
、ＬＡＮ、ＷＡＮ等のネットワークを介して接続しても良い。
【００２３】
　本実施の形態に用いるプリントサーバ１２は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤ等の外部メモリが
設けられ、ＲＯＭに記憶しているオペレーティングプログラムによって動作し、ＲＯＭな
いし外部メモリに記憶されたプログラムに基づいて、システム図形、イメージ、文字ない
し表等に対しての処理を実行する一般的構成となっている。
【００２４】
　このようなプリントサーバ１２には、キーボード、マウス（何れも図示省略）等の入力
デバイス、ＣＲＴディスプレイ等の表示デバイスを備えている。また、プリントサーバ１
２においても、表示デバイスの表示画像に対する印刷処理が可能となっている（ＷＹＳＩ
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ＷＹＧ機能）。
【００２５】
　プリントサーバ１２には、イーサネット（登録商標）（Ethernet（登録商標））等の双
方向インターフェイス１８及びプリントコントローラ２０が設けられ、双方向インターフ
ェイス１８を介してプリントコントローラ２０が、プリンタ１４に接続している。また、
プリントサーバ１２には、ネットワークインターフェイス２２が設けられ、このネットワ
ークインターフェイス２２を介してクライアント端末１６から画像ファイルと共に描画命
令が印刷ジョブとして入力される。
【００２６】
　一方、プリントサーバ１２には、本発明を適用した画像処理装置３６が形成されている
。この画像処理装置３６は、画像処理部２４を備えており、印刷ジョブとして入力される
描画命令及び画像データに基づいて、ラスタデータを生成する。このラスタデータが、プ
リントコントローラ２０に制御されて、プリンタ１４へ出力されることにより、画像デー
タに基づいた印刷物が得られるようになっている。
【００２７】
　クライアント端末１６は、例えばPhotoshop、Illustrator（何れも米アドビシステムズ
社の商品名）、QuarkXPress（米クォーク社の商品名）等の各種のＤＴＰ用の各種アプリ
ケーションを用いて、画像の作成、加工、編集等の画像処理を行い、ページレイアウト等
の画像データを作成する（以下「ページレイアウト」として説明する）。
【００２８】
　本実施例では、このクライアント端末１６によって作成されたページレイアウトが、カ
ラー電子製版システム（ＣＥＰＳ）で印刷版の露光に用いるフィルムの作成や、ダイレク
ト製版（ＣＴＰ）での印刷版の露光に用いられる。このページレイアウトに基づいて作成
された刷版によって印刷処理がなされる。
【００２９】
　ＤＴＰでは、ページレイアウトに基づいた刷版の作成に先だって、カラープルーフ等と
呼ばれる校正用の印刷物（以下「プルーフ」とする）を作成する校正刷りが行われ、この
校正刷りから、ページレイアウトの校正を行う。
【００３０】
　この校正刷りを行うときには、クライアント端末１６から描画命令と共にページレイア
ウト等の画像データが印刷ジョブとして、プリントサーバ１２へ出力される。なお、クラ
イアント端末１６から入力されるページレイアウトは、ＹＭＣＫ形式であっても良く、ま
た、ＲＢＧ形式であっても良く、さらに、これらが混在するものであっても良い。画像処
理部２４では、このページレイアウトからＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋの各色のラスタデータを生成し
て、プリンタ１４へ出力する。
【００３１】
　ところで、プリントサーバ１２に形成されている画像処理装置３６は、印刷機能設定部
２６が設けられている。この印刷機能設定部２６では、印刷ジョブの描画命令上での印刷
機能の設定を読出して、画像処理及び印刷処理を行うときの印刷機能を設定する。なお、
この印刷機能の設定は、印刷ジョブ上の設定に限らず、例えば、プリントサーバ１２が印
刷ジョブを作成したアプリケーション名を抽出し、この抽出結果に基づいて予め設定され
て記憶している設定を標準設定として用いるものであっても良い。
【００３２】
　一方、図２に示すように、クライアント端末１６でアプリケーションを用いて作成した
ページレイアウトには、下の画像５４がノックアウトされて、その部分に上の画像５６を
嵌め込んだ状態となっているものがある。このときに、画像５４、５６の間の隙間を埋め
るために、アプリケーションでは、画像５６の輪郭線を広げるスプレッド処理か、下の画
像のノックアウト領域を狭めるチョーク処理などのトラッピング処理の設定が可能となっ
ている。また、QuarkXPressなどの一部のアプリケーションには、トラッピング処理が設
定されていても、実際にトラップ部分を描画しないものがある。
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【００３３】
　印刷機能設定部２６では、下の画像５４がノックアウトされ、このノックアウト部分に
画像５６が嵌め込まれているときに、画像５４、５６の間のトラップ部分を埋める輪郭線
５８の線幅が設定されていると、この輪郭線５８を、オーバープリント警告機能上でのオ
ーバープリントとみなすことが可能となっている。
【００３４】
　また、図１に示すように、画像処理装置３６には、オーバープリント検出部２８が設け
られている。このオーバープリント検出部２８は、例えば描画命令ないし画像データから
、何れかの画像にオーバープリント指定がなされているか否かの検出を行う。
【００３５】
　すなわち、オーバープリント検出部２８では、例えば図３（Ａ）に示すように、ページ
レイアウト上で上の画像５０と下の画像５２が重なっているときなどに、上下の画像５０
、５２が重なっているかまたは、下の画像５２がノックアウトされた部分に上の画像５０
を嵌め込むように指定されているかの検出を行う。
【００３６】
　一方、図１示すように、プリントサーバ１２の画像処理装置３６には、警告部３０及び
警告画像処理部３２が設けられている。警告部３０は、オーバープリント検出部２８でオ
ーバープリント指定がなされている画像を検出すると、印刷ジョブを出力したクライアン
ト端末１６へオーバープリント指定がある旨を告知する。
【００３７】
　このとき、警告部３０では、表示制御手段３４を用いて、クライアント端末１６の図示
しないモニタ上に、所定の警告メッセージを表示するようにしている。また、表示制御部
３４は、オーバープリント指定に対する処理の選択を要求する画面を表示するようにして
いる。
【００３８】
　警告画像処理部３２は、オーバープリント検出部２８で検出したオーバープリント指定
がなされている画像に対して所定の処理を施す。この処理は、例えば、図３（Ｂ）に示す
ように、上下に重なる画像５０、５２のうちの上の画像５０がオーバープリント指定され
ていると、この画像をマゼンタ等の警告色ないし任意の設定色で塗りつぶした画像５０Ａ
に変換する。
【００３９】
　また、警告画像処理部３２では、上の画像５０の周囲に下の画像５２を印刷した印刷出
力と、上の画像５０を消去した印刷出力を設定することが可能となっている。すなわち、
画像データに基づいたプリンタ１４による通常通りの印刷出力（例えば図３（Ａ）に示す
画像）に加えて、警告ページとして、図３（Ｃ）に示すように、画像５０を消去した印刷
物又は、図３（Ｄ）に示すように、画像５０を抽出した印刷物の印刷出力を設定する。
【００４０】
　また、図３（Ｅ）に示すように、警告画像処理部３２では、画像５０の輪郭に沿った輪
郭線６０を警告色ないし指定色によって縁取りする設定も可能となっている。なお、トラ
ッピング処理における輪郭線５８に対しては、画像５０の輪郭線６０と同様に警告色ない
し任意の設定色に変換するように設定する。
【００４１】
　画像処理部２４では、警告画像処理部３２の設定に基づいて画像変換（ラスタデータの
生成）等の処理を行う。なお、画像処理部２４は、従来公知の任意の構成を適用すること
ができ、本実施の形態では、詳細な説明を省略する。
【００４２】
　ここで、プリントサーバ１２でのオーバープリント警告機能に対する処理を説明する。
図４に示すこのフローチャートは、クライアント端末１６から出力された印刷ジョブを受
信して、この印刷ジョブに対する印刷処理が実行されると開始され、最初のステップ１０
０では、オーバープリント警告機能が設定されているか否かを確認する。このときに、オ
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ーバープリント警告機能が設定されていると、ステップ１００で肯定判定して、ステップ
１２０へ移行し、印刷ジョブが予め設定されている特定のアプリケーションで設定された
ものであり、このときにトラッピング処理のための輪郭線５８の線幅が設定されているか
を確認する。
【００４３】
　ここで、トラッピング処理のための輪郭線５８の線幅が指定されているときには、ステ
ップ１０２で肯定判定して、トラッピング処理時に付加する輪郭線５８をオーバープリン
ト指定されている画像として検出するように設定する。すなわち、輪郭線５８をオーバー
プリントされている画像として検出するように設定する。
【００４４】
　このようにして、オーバープリント警告機能が設定されると、ステップ１０６へ移行し
てオーバープリント検出及びオーバープリント画像の抽出を行う。このときに、トラッピ
ング処理時の輪郭線５８の線幅が設定されているときには、この輪郭線５８もオーバープ
リント指定された画像として検出する。このオーバープリントの検出及び輪郭線５８の検
出は、例えば描画命令上の記述などの従来公知の任意の構成を用いることができる。
【００４５】
　次のステップ１０８では、オーバープリント指定されている画像を検出したか否かを確
認する。ここで、オーバープリント指定されている画像を検出すると、ステップ１０８で
肯定判定して、ステップ１１０、１１２を実行する。
【００４６】
　図５には、オーバープリント指定に対する警告処理及び印刷設定（図４のステップ１１
０、１１２に相当）の概略を示している。
【００４７】
　このフローチャートは、オーバープリント警告機能が設定された状態で、最初のステッ
プ１２０で、オーバープリント指定されている画像を検出すると、肯定判定されて実行さ
れてステップ１２２へ移行する。
【００４８】
　このステップ１２２では、印刷ジョブを送信したクライアント端末１６の図示しないモ
ニタ上に、オーバープリント指定されている画像があることを告知する警告メッセージの
ダイアログを表示する。
【００４９】
　図６には、この警告メッセージのダイアログの一例を示している。このダイアログでは
、警告メッセージと共に、印刷処理を継続するか否かの選択メニューが表示され、この選
択メニューに基づいた処理指定の入力を要求する。また、このダイアログからプレビュー
表示の指定が可能となっている。
【００５０】
　クライアント端末１６から処理指定が入力されると、図５に示すフローチャートでは、
ステップ１２４へ移行して、入力された処理指定を読み込む。この後、ステップ１２６で
は、該当するページレイアウト（印刷ページ）のプレビュー表示が指定されているかを確
認する。
【００５１】
　このときに、プレビュー表示が指定されているときには、ステップ１２６で肯定判定し
て、ステップ１２８へ移行し、プレビュー用の画像変換を行い、プレビュー画像をクライ
アント端末１６のモニタ上に表示する（ステップ１３０）。なお、このプレビュー表示を
行うときに、オーバープリントとなる画像が明確となるように表示するようにしている。
【００５２】
　一方、プレビュー表示が指定されていなかったり、プレビュー表示が終了して、入力さ
れる処理指定を読み込むとステップ１２６で否定判定してステップ１３２へ移行する。こ
のステップ１３２では、先ず、印刷処理を中止するか否かを確認する。
【００５３】
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　ここで、印刷処理の中止が設定されているときには、ステップ１３２で肯定判定してス
テップ１３４へ移行して、印刷処理の中止を設定する。これにより、印刷出力することな
く、ページレイアウト上でオーバープリント指定されている画像の有無を的確に判断でき
る。
【００５４】
　一方、印刷処理の継続が指定されているときには、ステップ１３２で否定判定して、ス
テップ１３６へ移行する。このステップ１３６では、処理の詳細な設定の入力を要求する
ダイアログをクライアント端末１６のモニタ上に表示する。
【００５５】
　図７には、このダイアログの一例を示している。オーバープリント指定されている画像
に対する処理は、例えば、画像の色変換、輪郭線６０（以下「輪郭線６０」は「輪郭線５
８」を含むものとする）の付与及び警告メッセージの印刷出力などが可能となっており、
何れかの処理指定の入力を要求する。また、画像の色変換又は輪郭線６０の付与を選択し
た時には、予め設定されている警告色（例えばマゼンタ）を用いるか、又は任意の色の指
定が可能となっている。
【００５６】
　ここで、ダイアログに基づいて印刷処理の指定が入力されると、図５のフローチャート
では、ステップ１３８で処理指定を読込み、次のステップ１４０で、画像の色変換が指定
されているか否かを確認する。また、ステップ１４２では、輪郭線６０の付加が指定され
ているかを確認する。
【００５７】
　これにより、画像の色変換が指定されているときには、ステップ１４０で肯定判定して
ステップ１４４へ移行する。このステップ１４４では、読み込んだ処理指定から変換する
色を設定し、該当する画像を設定した色に変換して印刷出力するように設定する。
【００５８】
　これにより、プリンタ１４からオーバープリント指定されている画像が明確となるよう
に所定の色に変換されて印刷出力される（図３（Ｂ）参照）。
【００５９】
　また、輪郭線６０の付与が指定されているとき（ステップ１４０で否定判定及びステッ
プ１４２で肯定判定）には、ステップ１４６へ移行し、読み込んだ処理指定から輪郭線６
０の色を設定し、該当する画像の周囲に所定幅及び色の輪郭線６０を印刷するように設定
する。
【００６０】
　これにより、プリンタ１４から出力される印刷物には、オーバープリント指定されてい
る画像が明確となるように輪郭線６０に縁取られる（図３（Ｅ）参照）。なお、トラッピ
ング処理の輪郭線５８に対しては、ステップ１４４とステップ１４６で同じ設定になるの
で、ダイアログで画像の色変換の指定を削除するようにしても良い。
【００６１】
　一方、警告ページの印刷出力が指定されているときには、ステップ１４０、１４２で否
定判定されてステップ１４８へ移行する。このステップ１４８では、警告ページとしてオ
ーバープリントとなる画像を抽出して印刷出力するように設定されているか、オーバープ
リントとなる画像を削除して印刷出力するかを確認する。
【００６２】
　ここで、オーバープリント指定されている画像の抽出が指定されているときには、ステ
ップ１５０へ移行して、警告ページとして、オーバープリント指定されている画像を抽出
して、該当する画像のみを印刷出力するように設定する。
【００６３】
　これにより、プリンタ１４からオーバープリント指定されている画像を抽出した警告ペ
ージ（図３（Ｄ）参照）が印刷出力される。なお、このときに、印刷ジョブに基づいた通
常の印刷出力を合わせて行う。
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【００６４】
　これに対して、オーバープリント指定されている画像の消去が指定されているときには
、ステップ１５２へ移行する。このステップ１５２では、警告ページとして、オーバープ
リント指定されている画像を削除したページレイアウトを警告ページとして印刷出力する
ように設定する。
【００６５】
　これにより、ページレイアウトに基づいた通常の印刷ページと、オーバープリント指定
されている画像を消去した警告ページを印刷出力することができる。
【００６６】
　このようにしてオーバープリント指定されている画像を検出した時には、該当する画像
が明確となるように警告を発するか、明確となるように印刷出力する。これにより、印刷
機の出力をシミュレーション可能な高価なプリンタを用いる必要がなく、また、簡単にオ
ーバープリントとなる画像が明確となる印刷物の出力が可能となり、簡単に適正な校正を
行うことができる。
【００６７】
　なお、本実施の形態では、警告メッセージと処理指定を別々に表示するように説明した
が、一つのダイアログで警告メッセージと処理指定を行うようにしても良い。この場合、
例えば、図８に示すダイアログの表示を用いることができる。このダイアログでは、警告
メッセージと共に処理指定の選択メニューが表示される。この処理指定では、印刷処理を
継続することを前提として、該当する画像の色変換及び色と、輪郭線６０の付与及び色と
、警告メッセージの印刷と、の何れかの指定が可能となっている。また、警告メッセージ
の印刷出力を指定するときには、警告ページとして、該当する画像を消去したものにする
か、抽出したものにするかの指定が可能となっている。
【００６８】
　なお、以上の説明では、オーバープリント指定されている画像に対する処理指定の入力
を要求したが、これに限らず、例えば、オーバープリント指定されている画像を検出した
ときに、該当する画像に対して色変換を行うか、輪郭線６０を付与するかあるいは警告ペ
ージを印刷するかを予め設定しておき、オーバープリント指定されている画像を検出した
ときには、ダイアログ等によってクライアント端末１６に告知するのみとしても良い。
【００６９】
　また、図６から図８に示すダイアログは一例を示すものであり、警告表示及び処理指定
の入力要求は、任意の構成の表示を用いることができる。なお、オーバープリント指定さ
れている画像を検出したときの警告は、クライアント端末１６のモニタ上への表示に限ら
ず、印刷物上で該当する画像が明確となるようにするものであれば、任意の方法を適用す
ることができる。
【００７０】
　さらに、本実施の形態では、本発明の画像処理装置をプリントサーバ１２に適用して説
明したが、本発明はこれに限るものではなく、本発明の画像処理装置は、例えば、複数の
クライアント端末１６とプリントサーバないしプリントとの間に配置する中間サーバに、
クライアント端末から入力される画像データに基づいて処理する画像処理装置として設け
ても良く、また、クライアント端末１６と共にネットワーク上に設けて、クライアント端
末から入力される画像データに対して所定の処理を行う画像処理装置として用いても良い
。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本実施の形態に係る画像処理装置を設けたプリントサーバの要部を示す概略構成
図である。
【図２】オーバープリント指定されている画像の一例としてのトラッピング処理を示す概
略図である。
【図３】オーバープリント指定されている画像を示す概略図、（Ｂ）はオーバープリント
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指定されている画像の色変換を示す概略図、（Ｃ）はオーバープリント指定されている画
像の消去を示す概略図、（Ｄ）はオーバープリント指定されている画像の抽出を示す概略
図、（Ｅ）はオーバープリント指定されている画像に輪郭線を付加した概略図である。
【図４】本実施の形態におけるオーバープリント警告機能を用いた印刷処理の概略を示す
流れ図である。
【図５】オーバープリント警告処理の一例を示す流れ図である。
【図６】警告メッセージの一例を示す概略図である。
【図７】オーバープリント指定されている画像に対する処理指定の表示の一例を示す概略
図である。
【図８】警告メッセージの他の一例を示す概略図である。
【符号の説明】
【００７２】
　　　　１０　　印刷システム
　　　　１２　　プリントサーバ（画像処理装置）
　　　　１４　　プリンタ（印刷出力装置）
　　　　１６　　クライアント端末（画像処理端末）
　　　　２０　　プリントコントローラ
　　　　２４　　画像処理部
　　　　２６　　印刷機能設定部
　　　　２８　　オーバープリント検出部（検出手段）
　　　　３０　　警告部
　　　　３２　　警告画像処理部（輪郭線設定手段、色変換設定手段）
　　　　３４　　表示制御部
　　　　３６　　画像処理装置（画像処理手段）
　　　　５０、５６　　画像
　　　　５２、５４　　画像
　　　　５８、６０　　輪郭線
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